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素晴らしい清瀬中学校の校風を創りあげよう 

 
はじめに、2，3年生のみなさん、進級おめでとうございます。 

令和 4年度になりました。4月 1日より小池校長先生に替わって、清瀬中学校の校長になりました、佐藤明

子です。私は、3月末まで豊島区教育委員会に勤務していました。また清瀬市に勤務することも初めてですの

で、みなさんたちに教えてもらう場面がたくさんあると思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

昨年度の１年間も、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、みなさんたちには、大変な思いや苦労をか

けた学校生活が続きました。残念ですが、現在の感染状況を見たとき、今年度も制限下での学校生活は続き

そうです。でも私は、このような時だからこそ、「みんなが安心して過ごすことができる学校づくりをしていこう」という

話をしたいと思います。 

 

中学生のみなさんは、学校で生活時間の大半を過ごします。授業をしてくださる先生方は毎時間違います

が、クラスの仲間はいつも一緒です。学年の仲間も一緒です。 

自分はクラスという組織の大切なメンバーの一人なのだということをしっかりと理解してほしいと思います。そし

てクラスを、学年を好きになってください。「誇りがもてるクラスや学年、学校を創るんだ」という、気持ちでこれか

らの学校生活を送ってほしいと願っています。 

 

みなさんの登校時には、主事さんたちが校舎を毎日のように掃除をしてくださっています。主事さんたちはみな

さんが気持ちよく学習や生活ができるようにという思いを、心で繰り返しながら、作業をしてくださっています。また

今朝も先生方は、玄関でみなさんたちの安全を見守り、温かく迎えてくれましたね。私たち教職員は全員で、み

なさんが安心して学校生活できるよう、これからも努めていきます。 

 

一方、人は時々、悩んだり疲れたりすることがあります。学級の活動や学年の中での活動が煩わしく思うとき

が誰でもあります。そのような時は、先生方やスクールカウンセラー、主事さんたちの姿を思い浮かべたり、相

談してください。そして、今、自分が自分らしくいるために頑張れることは何か、頭に思い描いてください。本校の

先輩たちも、困難に出逢ったとき、そのようにして乗り越えてきました。本校の素敵な雰囲気は、先輩たちの努力

によって、創りあげられたものです。清瀬中学校が、先輩・後輩、クラスによってなど、分け隔てなく、仲間を認

めあい、支えあっていけるのは、先輩たちが創りあげてきた学校の環境なのです。これを「校風」といいます。こ

の「校風」は、みなさんの努力により、守るとともに、もっと、もっと素晴らしいものに磨けあげてほしいと思います。 

 

今日はこれから、学級のみんなと、そして先生方と新しい出会いと、これからの 1年の過ごし方の確認をしま

すね。来週は特別時間割の中で、新しい班や、委員、係を決めたりすると思います。自分の学級におけるや

仕事は何か、その役割と責任をしっかりと果たすことで、素晴らしい学級や学年ができていきます。素晴らしい

学年は、そのほかの学校全体の委員会や部活動に、良い影響を与え、やがて、素晴らしい「校風」へつなが

っていくものです。さあ、令和 4年度のスタートです。一緒にがんばっていきましょう。 


